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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・納涼会の会費1,000円を法人行事担当へ支払うこと。期限は7/27（金）まで。

・夏期賞与評価票の配布を行っています。病院2階打刻機前にて、7/26（木）、7/27（金）、7/30（月）の12：00～12：20、17：00～17：20。期間中に受け取りが出来ない場合は、各自で総務へ行くこと。

・マイカー通勤をしているスタッフは、交通事故に注意すること。万が一、事故等を起こしたり巻き込まれた場合、職場、上司への報告も忘れずに行うこと。

・職員は法人の代表である事を自覚し、プライベートでも規律を乱すような行動を取らないよう気を付けること。

・法人関連施設を行事やプログラム等で活用しましょう。

・病院庶務のコピー機使用の際、用途・使用者の未記載が多いことを受け、今後は佐々木AOMがコピーカード（看護用）と記載用の板を管理する事となりました。使用時は、佐々木AOMより借用する事となります。なお、佐々木AOM不在時は、事務室に居る事務スタッフかコメディカルSGMへ断ること。

・8/20（月）～8/24（金）、南病棟にて学生のインターンシップ実施予定となっている。

＜利用者様情報＞

・高柳　和子様～昨日、青明舎スタッフが訪問へ行った際、本人より「デイケアを休みたい」と話があったとの情報提供あり。デイケアを休む事で、日中の活動の場がなくなり、自宅で過ごす事で体重増加や間食量が増える事、今までの振り返りをして来たとの事。本人は、主治医へも相談し許可を貰ったと話している。青明舎スタッフ情報では、「スタッフにもっと話し掛けて欲しい」という願望があるとの事で、今後は、来所時に本人の今後について検討する事と不安、困っている事などを話せる時間を取る事とする。また、電話にて欠席の希望が聞かれた際は、1度来所してみるよう勧めることとする。

・田中　一　様～昨日、夕食後の片付けの際に、布巾などのハイター消毒をしようとした他者がハイター液を乱暴に扱った事で、ハイターがはねて目に入りそうになったと話す事ある。その際、本人へ注意をしたが反応が薄かった為、「僕が直接院長に言っても良いか？」と話す事もある。まずは、本人へ注意をしたので、暫く様子を見る事を勧めている。ここ最近、他者への不満が多く聞かれ、表情の硬さも見られている為、言動に注目しトラブルとならないよう注意していく事とする。

・大下　良悦様～本日、やや素っ気無い態度や俯き、居眠りも多くが見られている。青山荘のミーティングにて、食事準備の時間が早く、時間を遅くしている事から自分のせいで変更になったのでは？と感じている様子窺えると青山荘スタッフよりある。本人より、「当番が自分と繁名さんだったんだけど、繁名さんが起きれなくて1人で準備をした」とある。青山荘スタッフからも、原因は違う事は前置きして説明をしている。イライラ感や気にしている言動の有無を観察していく。

・繁名　和恵様～青山荘スタッフより、不調時に電話で欠席の断りを入れる事が多いが1度デイケアへ出向いて不調について直接断ってみるよう促すと行動する事が出来ていると情報あり。今後も、可能な場合は、1度顔を見せるよう促していく事とする。

＜事例検討会＞

・藤村　翔様（29）　主病名：統合失調症　主治医：田名部Dr　

入　院
H14年5月～十和田市立中央病院　外来　中断

H14年9月～H21年9月27日　岩手県立一戸病院　入院

治　療
H21年10月～青山荘入所

H22年1月4日～デイケア利用開始（2年6ヶ月目）

現　症
幻聴、情意鈍麻、思考や談話の生産性の低下

・幻聴あるも、本人は対処出来ている。辛くなる事はないと話す。H23年12月頃、症状悪化し、幻聴が著明となった際は服薬調整にて症状改善している。時折だが、表情の硬さ、独語は聞かれているが自制内である。

・H24年6月より、本人希望あり月・水・木曜日の利用を、月・水曜日の利用へ変更している。理由としては、「ゆっくり休みたい」と話しており、主治医からも許可となっている。

・時折、瞬きが多く見られる。本人は「薬の副作用だ」と話す事ある。ドライアイであると話す事もあった為、目の疼痛・乾燥の有無を確認する必要がある。必要であれば眼科受診等も検討。

目　標
《長期》

病状の安定を図りながら継続した通所利用をする。

社会生活に必要な知識を身に付ける。

《中期》

幻聴があった場合の対処法を身に付ける。

色々な経験を増やし、現在出来ている事、出来ていない事を認識して行く。

《短期》

病状の変化に気付き、幻聴があった際はスタッフへ伝えることが出来るようにする。

気になることや思ったこと等は積極的に発言する。

実施計画
①幻聴について自ら話してくる事がない為、病状変化(表情の硬さ、眼光の鋭さ、怒鳴るような独語等)や幻聴に左右された行動はないか観察する。

②病状変化が見られた際は、幻聴の有無の確認や訴えの内容を傾聴し、言動の振り返りを行いながら対処法を考え促して行く。

③現在出来ている事、出来ていない事を現実的に捉えれるよう評価し、実際の場面に繋げれるようにする。

④発言内容の観察を行い、突然の発言には何故そのような発言をしたのかの背景をさぐり、タイミングがずれている場合や根拠のない発言は指摘していく。

検討結果
・本人が納得して取り組む事が出来る目標の設定を再検討する（現在の短期目標は概ね出来ている為）

⇒①青山荘での当番など、依頼があれば取り組む事が出来るも自発的に取り組む事は苦手な様子ある。

②以前は間食量が多く介入要していたが、現在は袋菓子（大袋）を小分けにし少量ずつ食べるなど工夫をしている。そのため、体重管理も出来ており体重減少もしている。

③物事に納得が出来ると、本人も意欲的に取り組む事が出来る傾向がある。

・自宅へ戻る事が出来ない現状で、単身生活や福祉的就労を考えていないのか聴取する

⇒①9/30で、青山荘の利用契約が切れる事で本人は退所し、自宅へ帰りたいと希望聞かれている。法改正に伴い利用期間が3年延長となった事、両親は共働きであり、本人の日中の活動場所がない事から、両親やスタッフは継続利用を勧めている。また、おばあちゃん子である為、祖母に依存的となる傾向があり、祖母への負担も考慮しているとのこと。

②自分から話す事はないが、話をしていく上で以前働いていた鉄工所の話などをする事があり、就労に関しても興味・関心があるのではないかと考える。

③強いこだわりがあり、休みの日は午後2～3時頃に入浴をしているとのこと。就労した際は、その時間帯に入浴が出来ない事や一度辞めた職場に戻る事も難しいと説明し納得している。

・8月上旬に面談予定

⇒①9/30の利用契約が切れる為、個人面談を実施している。本人は自宅へ帰る事を希望しており、利用継続等は考えていない様子ある。8月上旬には両親やスタッフを交えて面談を行う予定となっており、家族やスタッフの意見を目の当たりにする事で、症状の変化も考えられるため、来所時の様子観察を行う事とする。

②両親の考えやスタッフの意見等を聞く事で、本人が、今の自分に何が必要かを理解出来る可能性もある為、その情報を基に短期目標等の設定を再検討する。

・対人面の観察

⇒①時折、言い方がキツくなる事がある為、トラブルに注意し適宜、介入する。

②自分から話し掛ける、訴える事が上手く出来ず、相手に聞かれて初めて話す事が多い。

＜外来情報＞

・高田　マキ様～子宮ガン検診の結果、異常なしであった事を報告している。食事もしっかり作って食べていると報告ある。

・鈴木　恵美子様～本日、採血を実施している。

・植村　廣隆様～本日、朝食後薬を飲み忘れたとの事で、1回分処方をしている。

・上久保　善郎様～血液検査の結果、異常は見られない。

・柳町　信之様～診察時間になっても来院せず、電話連絡している。13：30に来院している。

